
【 】（ ）学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 中学校用
都道府県名 北 海 道

（ ）Ⅰ 学校の概要 平成１５年４月現在
学校名 北見市立南中学校
学 年 １ 年 ２ 年 ３ 年 特殊学級 計 教 員 数
学級数 ４ ４ ３ ２ １３
児童数 １３１ １２６ １０８ ７ ３７２ ２７

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

基礎的 基本的事項の定着、向上を目指した指導・

２．研究内容と方法
(1) 実施学年 教科・

（ ）第２学年 数学 必修教科
生徒の理解の程度に差が出やすい教科であるため。

（ ）第３学年 国語、社会、数学、理科、英語 選択教科
選択教科内に 選択Ｂ ７０時間 を設け、基礎学力の定着を目指すため。「 （ ）」

(2) 年次計画
○ テーマ

補充的な学習のための教材の開発
個に応じた指導のための指導方法 指導体制の工夫改善・

○ 研究の見通し
教科書の内容を完全に網羅した教材を開発することで、単元の学習後や定期

平 テスト前の復習、３ヵ年の学習の復習などに活用でき、生徒の 基礎 基本 の「 ・ 」
定着、向上につながる。

成 生徒自身による選択が多様にできる選択教科の時間を設けることで、一人一
人の必要性に応じた学習が可能になる。

15 ○ 研究の内容 方法・
・ ： （ ）補充的な学習に関する教材の開発 国語、数学、理科 選択教科

年 全学年の理科における重要語句等を整理したドリル教材の作成
選択教科理科における補助教材を活用したプリント学習の実施

・ ： （ ）度 指導方法の工夫改善 国語、社会、数学、理科、英語、 選択教科
第３学年の選択教科Ｂ ７０時間 において、５教科６コース 数学は２コー（ ） （

ス を１２期の設定。 １期ごとに生徒自らに教科を選択させ、生徒の特質等に） （
。）応じた指導を行う

・ ： （ ）指導体制の工夫 数学、英語 必修教科
学級内におけるティーム ティーチングの実施 チーフ ティーチャーが主に・ （ ・

・ 。）一斉指導、サブ ティーチャーが個別指導に当たる

○ テーマ
補充的な学習と個に応じた指導のための教材の開発
個に応じた指導のための指導方法 指導体制の工夫改善・

平 ○ 研究の見通し
少人数指導等指導体制の工夫 改善、生徒の興味 関心を高める教材開発及び・ ・

成 活用方法等を研究することで、個に応じた学習を充実する。
選択教科における生徒一人一人の学習データを基に、より効果的な選択教科

16 を開設し、基礎的 基本的な学習内容の定着を図る。・
○ 研究の内容 方法・

年 個に応じた指導のための教材開発・
補充的な学習に関する教材開発の継続研究

度 国語科、数学科及び理科における教材 教具の開発及び活用方法の工夫・
指導方法 指導体制の工夫改善・ ・
数学科及び英語科におけるティーム ティーチング等の指導体制及び学習形・

態の工夫
選択教科における指導体制の工夫改善
選択履修幅拡大に向けた生徒一人一人の学習データの収集及び分析



(3) 研究推進体制

研 国語部会
修
部 社会部会
・
部 数学部会
会
代 理科部会
表

英語部会

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果
選択教科における生徒の反省においては、全員が選択教科の学習が とても有益だっ・ 「
た 少し有益だった と回答している。」「 」
第２ ３学年の学力テストの平均点が例年に比べ向上した。・ ・
選択教科において作成した教材を家庭学習用に活用する生徒が増加した。・
数学科のティーム ティーチングによって、自発的に学習する生徒が増えた。・ ・

２．今後の課題
効果的なティーム ティーチングを実施するための年間指導計画の改善充実・ ・
選択教科におけるより有効な教科選択を生徒自身にさせるための生徒一人一人の・
学習状況の的確な把握
選択教科において作成した教材のより効果的な活用方法の在り方・

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
実施検査 教研式標準学力検査 ＣＲＴ：
実施方法 第２学年に 第１学年用 と 第２学年用 の両方を実施「 」「 」
目 的 第３学年選択教科で生徒自身が教科選択をする際のデータにする。

第２学年に 第１学年用 を実施することで、基礎的 基本的な学習内容「 」 ・
の定着の状況を把握し、今後の指導に生かす。

実施時期 １、２月

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及
ホームページ上に研究経過 成果 選択教科のシステムや作成した教材など学力向・ ・ ・

（ ）上フロンティア事業にかかわる内容の公開 現在作成中
・ （ ）平成１６年度に公開研究会を予定 １０月下旬

（ ）◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。 複数チェック可

新規校 継続校 ｏ１５年度からの新規校 １４年度からの継続校【 ・ 】

学校規模 ３学級以下 ４～６学級【 】

７～９学級 １０～１２学級

ｏ１３～１５学級 １６学級以上

指導体制 ｏ少人数指導 ｏ Ｔ．Ｔによる指導【 】

その他

研究教科 ｏ国語 ｏ社会 ｏ数学 ｏ理科【 ）

ｏ外国語 音楽 美術 技術 家庭・

保健体育 その他

指導方法の工夫改善に関わる加配の有無 ｏ有 無【 】


	Ⅰ学校の概要
	Ⅱ 研究の概要
	Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
	Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
	Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

